
早期卒業の人の履歴書

なぜ？勧めるのか

メディアサイエンス専攻への道

早期卒業制度（現実的な飛び級）

2017.12

大学院メディアサイエンス専攻

就職後の配属に影響

– 大学院卒は専門を生かした部署に配属

– 学部卒は、「社内で教育するから会社都合で配属」

技術系の職業では大学院卒が標準に

① 選考料、入学金の免除制度
② 給付制奨学金
③ 経済的困窮者対象の授業料減免制度
④ TA（ティーチング・アシスタント）制度
ＴＡ（ティーチングアシスタント）時給は他大学より高い
年収７０万円の院生もいる

■上記の奨学制度を活用すれば、国公立大学の
大学院学費と同程度に学費負担を抑えることが可能

 3年半で学部卒業

 1年半で大学院修士修了

• 学費を１年分節約

• １年早く社会に出る

 主な条件： 2年終了時で成績上位10％

充実した奨学金制度

この履歴書を一生使うことになります
これは注目される履歴書です

（１）一般入試
書類審査（出身大学等の成績・研究計画書）と20分程度の
面接試験によって選抜

（２）社会人入試
実務経験2年以上の社会人に対し、書類審査（実務経験等を
記載した履歴書・研究計画書）と20分程度の面接試験によって選抜

一般の大学院授業科目

一般の学部授業科目

創成

課題

卒業

課題 I
卒業課題 II

研究企画 研究 I 研究II 研究III

学部課程 3 .5年 修士課程 1 .5年

研究プロジェ クト 科目

5年2年

終了

3年

終了

4年

学士号

授与

修士号

授与

卒論科目

学部

入学

3年前期

終了

卒業課題II 

以外の

卒業要件

全卒業要件主な要件

学部課程

修士課程

学部修士特別一貫プログラムの概念図

GPA 3 .0

学年上位1 0 %

8 8単位

必修科目

3 .5年

1 1 2単位

必修科目

■ 『特別一貫プログラム』： 本来であれば6年間かかる学部及び
大学院修士課程の学修を5年間で修了して、1年早く社会人として
活躍できる
■ 標記プログラムに申請できる要件を満たしている（ＧＰＡ3.0以上）
優秀な成績を修められていること

正規職員
55.6%

進学者 36.0%

一時的な仕事 6.7%

非正規職員1.3% その他 0.4%

理工農系大学卒業生の進路状況

（全国の大学）

■ 大学院進学は当たり前？
理工農系では卒業生の１／３以上が大学院進学

正規職員
85.4%

進学者 8.3%

一時的な仕事 4.9%
非正規職員 0.8% その他 0.6%

理工農系大学院修了生の進路状況

（全国の大学）

■ 学部と大学院どっちが就職に有利？
学部卒と比べて正規職員の率が高い
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理工農系学生就職先の職業別割合

（全国の大学）

研究者

開発者

それ以外

■ 研究者・開発者になるには？
院卒の方が割合・人数ともに有利
※以上のグラフは、文部科学省学校基本調査
平成27年度（速報）を基に作成

 理工系学部の院進学率

– 国立大 ５０％～９０％

– 有名私立大 ３０％～７０％ （私大全体で２０％弱）


